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世田谷区議会議員 

 

風間は第3回定例会（9月15日～10月20日）で、

民主党の代表質問を担当致しました。質疑応答の

概要を報告致します。 
 

【民主党の政権交代に伴う区の対応について】 
政権交代に伴い、区政も軌道修正を図る必要性があるのではない

か、という質問に、区長からは「区民目線に立った区政運営を行

う」という消極的な答弁がありました。 
 

【行政の無駄排除とＮＰＯの育成活用について】 
事業仕分けの導入、NPOの育成活用、外郭団体への天下り規制につ

いて質問しました。事業仕分けは前向きに調査中、NPOの育成活用

は区としても取組み強化、天下り規制に関しては消極的な答弁。 
 

【区の管理体制改善について】 
昨年度の中学校給食費会計に関し、1600万円もの歳出超過の責任

を誰がどのようにとったのかを追求し、担当職員と係長・課長が

訓告処分となったことを明らかにしました。 
 

【駒沢大学駅周辺の駐輪場整備について】 
区が検討している公共施設統廃合後の上馬地区会館跡地に駐輪場

整備を早急に取組むよう要求し、前向きな答弁がありました。 
 

【安心安全の地域づくりについて】 
放置自転車対策の成果を問い、公園遊具の安全確保について要求

しました。放置自転車は全体的に減尐傾向、子ども達の安全確保

の為にも、公園遊具の管理を推進するとの答弁がありました。 
 

【高齢者世帯の支援について】 
高齢者世帯の実態把握をより丁寧に行い、家族介護世帯の支援強

化を要望しましたが、区は積極的に取組む姿勢は見られませんで

した。 

議会活動報告：第3回定例会代表質問 

【お問合せ先】 風間ゆたか事務所  世田谷区下馬3-24-19  

TEL＆FAX：03-6914-9053 e-mail：kazama@kazamayutaka.com 

 民主党 政調会長  

 今年はこの国にとって重要な選挙が2つありましたが、7月の都議選、8月の衆院選ともに民主党は勝利を収め、政権

交代が実現致しました。皆様からの多大なご支援に改めて感謝致します。世田谷区議会では、無所属ひうち優子議員が

民主党会派から離脱し、我々は純粋な民主党会派として再スタート致しました。風間は引き続き政調会長に就任し、区

民の皆様からのご期待にお応えできるよう国政・都政に続き、時代に即した世田谷区政を推進して参ります。 

 

【子どもを産み育てる環境の整備について】 
幼児健診の週末実施や保育園整備状況の速やかな広報、保育室な

ど既存保育施設のサポートの充実、新BOPの充実、を要求しまし

た。幼児健診や保育室支援については消極的答弁、広報の充実や

新BOPの改善については前向きな答弁が得られました。 
 

【教育について】 
小学生の姉妹都市交流について、我が党は議員の姉妹都市交流予

算を削減し、子ども達の機会増を提言してきましたが、改めて要

求しました所、区教委が初めて前向きな答弁をしました。 

その他の活動報告 

【早稲田大学大学院講師として】 
政権交代直後の9月後半、早稲田大学大学

院非常勤講師としてコミュニケーションス

キル講座を担当しました。毎年受講者の経

歴は多様ですが、今年は元メジャーリー

ガーの桑田真澄氏も受講されていました。 
 

73年 東京生まれ（教員と専業主婦の長男） 

95年 早稲田大学政治経済学部政治学科卒業 

95年 株式会社ベネッセコーポレーション入社 

00年 株式会社ウィル･シードの創業期に参画 

03年  早稲田大学大学院MBA非常勤講師 

04年  株式会社ウィル･シード取締役に就任 

06年  社員数10倍・売上20倍になり同社引退 

07年 世田谷区議会議員選挙にて当選 

    文教常任委員会副委員長に選出 
 

現在 早稲田大学大学院 非常勤講師 

   NPO法人国際学生ボランティア協会理事  

 
【家族構成】 
 

妻（会社員/育休） 

2男（保育園通園） 

1女（生後1ヶ月） 

政権交代実現！国政・都政に続き区政改革を推進 

【大学生の為の社会貢献塾SATを開講】 
将来を担う大学生が社会貢献について考え、活動する機会を創出

する為に、風間は理事を務めるNPOの新事業という形でSocial 

Action Team （SAT）をスタート致しました。毎月、政治・経

済・行政など社会貢献をテーマに各分野の第１線で活躍する方を

お招きし、30~50人の学生が学んでいます。第5回は12月16日18時

半～、2名のCSRコンサルタントをお招きし、最新のCSRビジネ

スシミュレーションを体験しながら学んでもらいます。 

【保育相談】・・・新年度保育申込期限迫る！（12/10） 
保育待機児保護者であった経験を生かし、今年も何人もの

保育入園相談にのりました。都内で最も待機児の多い世田

谷区。万全の準備となるようサポートしています。 


